
 

様式第３号（第８条関係） 

競争入札設計図書等に関する回答書 

 

令和８年３月３１日 

 

福島県会津農林事務所長 遠藤 保雄 

 

工事番号 第２６－３６２４０－０００３号 

工 事 名 農地中間管理機構関連０８０１工事 本田地区 

質   問   事   項 

１ 金抜設計書 項 12/64 汚泥排水処理 B単 18号の汚水処理工の S単 10号の産業廃棄

物処分料金(中間処分)は切断作業汚泥と汚泥(脱水状態)と汚泥(未脱水状態)の 3 つのう

ちのどちらを採用しているのかご教示願います。 

 

２ 金抜設計書 項 12/64 汚泥排水処理 B 単 18 号の汚水処理工の T 単 1 号の側溝清掃

車運転の C 単 1 号の側溝清掃車［ﾌﾞﾛﾜ式］は機械損料の何欄を採用しているのかご教示

願います。 

 

３ 金抜設計書 B単 1～5・11～14・37・38・40・43・45～47・58号の S単 18～26号のコ

ード番号 F08012 ﾊﾞｯｸﾎｳ[ｸﾛｰﾗ型･～超低･排対型(～3 次)]は福島県農林土木事業原単価

表(令和 7年 3月 1日)の別表：物価資料の適用(令和 7年 12月以降)および改正履歴表に

基づき、季刊は秋号で 9月 15日～の物価資料の単価を採用しているものと判断してよろ

しいでしょうか。ご教示願います。 

 

４ 金抜設計書 B単 24～28・40・42～45・47・55号の S単 16・74～81・83号のコード番

号A71103 排水構造物工 Ｕ型側溝 時間的制約無は福島県農林土木事業原単価表(令和7

年 3 月 1 日)の別表：物価資料の適用(令和 7 年 12 月以降)および改正履歴表に基づき、

季刊は秋号で 10 月 15 日～の物価資料の単価を採用しているものと判断してよろしいで

しょうか。ご教示願います。 

 

５ 金抜設計書 機械進入路工の B単 33号の S単 85号の蓋板工のコード番号 A71502 排

水構造物工 蓋版 時間的制約無は福島県農林土木事業原単価表(令和 7 年 3 月 1 日)の別

表：物価資料の適用(令和 7 年 12 月以降)および改正履歴表に基づき、季刊は秋号で 10

月 15日～の物価資料の単価を採用しているものと判断してよろしいでしょうか。ご教示

願います。 

 

 

 

 



 

６ 金抜設計書 旧水路撤去工の B 単 15 号の S 単 12 号の【構造物取壊し】のコード番号

A73511 構造物とりこわし工鉄筋構造物は福島県農林土木事業原単価表(令和 7 年 3月 1

日)の別表：物価資料の適用(令和 7 年 12 月以降)および改正履歴表に基づき、季刊は秋

号で 10月 15日～の物価資料の単価を採用しているものと判断してよろしいでしょうか。

ご教示願います。 

 

７ 金抜設計書 B単 16・29・34～36号の S単 66～71号の SP 遠心力鉄筋コンクリート管

（Ｂ形）のコード番号 F08064 ﾊﾞｯｸﾎｳ[ｸﾛｰﾗ型･後方超小旋回･ｸﾚｰﾝ･~超低･排(~2014)]は

福島県農林土木事業原単価表(令和 7 年 3 月 1 日)の別表：物価資料の適用(令和 7 年 12

月以降)および改正履歴表に基づき、季刊は秋号で 10月 15日～の物価資料の単価を採用

しているものと判断してよろしいでしょうか。ご教示願います。 

 

８ 金抜設計書 B 単 41・54 号の分水工「有筋」の S 単 14 号の【鉄筋工】のコード番号

P18247 異形棒鋼は福島県農林土木事業原単価表(令和 7 年 3 月 1 日)の別表：物価資料

の適用(令和 7年 12月以降)および改正履歴表に基づき、季刊は秋号で 2月 1日～の物価

資料の単価を採用しているものと判断してよろしいでしょうか。ご教示願います。 

 

９ 金抜設計書 B 単 41・52～54 号の S 単 15 号の【鉄筋工】のコード番号 P18246 異形

棒鋼は福島県農林土木事業原単価表(令和 7年 3月 1日)の別表：物価資料の適用(令和 7

年 12 月以降)および改正履歴表に基づき、季刊は秋号で 2 月 1 日～の物価資料の単価を

採用しているものと判断してよろしいでしょうか。ご教示願います。 

 

10 金抜設計書 B単 46・58号の S単 17・82号のコード番号 A71104 排水構造物工 Ｕ型

側溝 時間的制約無は福島県農林土木事業原単価表(令和 7年 3月 1日)の別表：物価資料

の適用(令和 7年 12月以降)および改正履歴表に基づき、季刊は秋号で 10月 15 日～の物

価資料の単価を採用しているものと判断してよろしいでしょうか。ご教示願います。 

 

11 金抜設計書 B単 32号の BOX.C暗渠工(標準設計)の S単 62号の SP ボックスカルバー

ト機械据付の積算条件ですが、1.0m当たり算出、2)製品長：2.0m/個、コード番号 P13408

のボックスカルバート長 1.5mの単位が個となっております。条件の製品長とボックスカ

ルバートの製品長が異なっておりますが、このままの条件で積算してよろしいでしょう

か。ご教示願います。 

 

12 S単-72号 ９）路盤材全仕上がり厚：15ｍｍについて、積算上は 15ｍｍとなっており

ますが、15ｃｍの設計変更協議の対象になりますでしょうか。ご教示願います。 

 

13 S単-60号 PT2746 S単-61号 PT2751 遠心ボックスカルバートⅠ型ですが、単価×2.4

ｍ（1個＝2.4ｍ）をそのまま採用して宜しいでしょうか。また出典は福島県農林 R7.9.15

でしょうか。ご教示願います。 

 

 

 

 



 

回   答   事   項 

１ 切断作業時汚泥です。 

 

２ 供用１日当たりの損料を採用しています。 

 

 

３ 9月 15日～の物価資料の単価を採用しています。 

詳細は、HP公表の『令和 07年度農林土木事業原単価表（令和 07年 10月 15日） 』の 

『福島県農林土木原単価表（公表）について』の２．（４）のとおりです。 

 

４ 秋号を採用しています。 

  詳細は、HP公表の『令和 07年度農林土木事業原単価表（令和 07年 10月 15日） 』の 

 『福島県農林土木原単価表（公表）について』の２．（４）のとおりです。 

 

５ 10月 15日～の物価資料の単価を採用しています。 

  詳細は、HP公表の『令和 07年度農林土木事業原単価表（令和 07年 10月 15日） 』の 

 『福島県農林土木原単価表（公表）について』の２．（４）のとおりです。 

 

６ 秋号を採用しています。 

  詳細は、HP公表の『令和 07年度農林土木事業原単価表（令和 07年 10月 15日） 』の 

 『福島県農林土木原単価表（公表）について』の２．（４）のとおりです。 

 

７ 10月 15日～の物価資料の単価を採用しています。 

  詳細は、HP公表の『令和 07年度農林土木事業原単価表（令和 07年 10月 15日） 』の 

 『福島県農林土木原単価表（公表）について』の２．（４）のとおりです。 

 

８ 10月 15日～の物価資料の単価を採用しています。 

  詳細は、HP公表の『令和 07年度農林土木事業原単価表（令和 07年 10月 15日） 』の 

 『福島県農林土木原単価表（公表）について』の２．（４）のとおりです。 

 

９ 10月 15日～の物価資料の単価を採用しています。 

  詳細は、HP公表の『令和 07年度農林土木事業原単価表（令和 07年 10月 15日） 』の 

 『福島県農林土木原単価表（公表）について』の２．（４）のとおりです。 

 

10 秋号を採用しています。 

  詳細は、HP公表の『令和 07年度農林土木事業原単価表（令和 07年 10月 15日） 』の 

 『福島県農林土木原単価表（公表）について』の２．（４）のとおりです。 

 

11 S単 62号のボックスカルバートの製品長に誤りがありました。 

  閲覧図書の「kinnuki002」を修正しました。電子閲覧システムに掲載しておりま 

すのでご確認ください。 

なお、修正後は当該単価が S単 61号に変更となっておりますので注意願います。 

 



 

12 S単 72号の「路盤材全仕上がり厚」について誤りがありました。 

 閲覧図書の「kinnuki002」を修正しました。電子閲覧システムに掲載しておりま 

すのでご確認ください。 

なお、修正後は当該単価が S単 71号に変更となっておりますので注意願います。 

 

13 S単 60号及び 61号の製品単価に誤りがありました。 

  閲覧図書の「kinnuki002」「sonota002」を修正しました。電子閲覧システムに掲 

載しておりますのでご確認ください。 

なお、修正後は当該単価が両者とも S単 60号に変更となっており、また、製品に 

ついては、福島県農林 10月 15日～の単価を採用し、B単 30号及び B単 31 号に計上

しておりますので注意願います。 

 


